
 

第８回 群馬県メンテナンス協議会 

 

 

                                        日 時：平成 28 年 10 月 25 日（火） 

                                              10:00～ 

                                        場 所：群馬建設会館Ｂホール 

                                                 （前橋市元総社町 2-5-3） 

 

 

議事次第 
 

 

１．開  会 

 

 

２．あいさつ（会長） 

 

 

３．議事 

（１）平成２７年メンテナンス年報の周知 

（２）点検計画の見直し 

（３）点検・修繕の進捗状況 

（４）老朽化対策取り組み事例の紹介 

（５）群馬県の課題・課題に対する取組み状況 

（６）老朽化対策に関する広報への協力依頼 
 

 

４．その他 

 

 

５．閉  会 
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役職 氏名

会　長 国土交通省関東地方整備局 高崎河川国道事務所長 桑原
くわばら

　正明
まさあき
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副会長 群馬県県土整備部 道路管理課長 町田
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平成２８年度　第８回群馬県メンテナンス協議会　出席者名簿
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役職 氏名

平成２８年度　第８回群馬県メンテナンス協議会　出席者名簿

所　　属 役　　職 氏名
代理出席者

片品村 農林建設課長 山崎
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　康広
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くわばら

　仲雄
なかお

補佐兼係長 安藤
あんどう

　秀昭
ひであき

昭和村 建設課長 関上
せきがみ

　隆宏
たかひろ

主任 関上
せきがみ

　亮介
りょうすけ

みなかみ町 地域整備課長 上田
うえだ

　宜実
よしみ

玉村町 都市建設課長 斉藤
さいとう

　治
はる

正
まさ

板倉町 都市建設課長 高瀬
たかせ

　利之
としゆき

係長 塩田
しおた

　修一
しゅういち

明和町 都市建設課長 瀬下
せしも

　嘉彦
よしひこ

係長 篠木
しのぎ

　加仁
ますみ

千代田町 都市整備課長 石橋
いしばし

　俊昭
としあき

大泉町 都市建設部長 大谷
おおや

　俊行
としゆき

総括技官 高橋
たかはし

　豪紀
ごうき

邑楽町 都市建設課長 松崎
まつざき

　嘉雄
よしお

公益財団法人群馬県建設技術センター 事務局長 下田
しもだ

　剛久
たけひさ

国土交通省関東地方整備局　道路部 道路保全企画官 近藤
こんどう

　雅弘
まさひろ
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しおや

　正広
まさひろ

国土交通省関東地方整備局 関東技術事務所長 鈴木
すずき

　勝
まさる

専門官 落合
おちあい

　良隆
よしたか

オブザーバー

事務局

国土交通省関東地方整備局　高崎河川国道事務所　道路管理第二課

群馬県県土整備部　道路管理課

東日本高速道路株式会社関東支社　高崎管理事務所

2／2
4



18%

15%

16%

22%

23%

26%

21%

23%

22%

17%

19%

18%

22%

20%

17%

26 27 28 29 30
H26 H27

26

5

資料①-１



6

資料①-２



7

資料①-３



群馬県内点検計画の見直し（中間報告）
○群馬県内では、平成26・27年度の橋梁点検進捗状況を踏まえ、平成26年メンテナンス年報で定めた

点検計画を下記のとおり見直しました。
○見直し後の点検計画では、平成26・27年度の遅れを取り戻すため平成28・29年度に大幅な増があり、

見直し後の計画を遂行させるべく体制を一層強化し、平成30年度までの全数点検を推進していきます。

管理者 管理施設数
H26点検
実施数

H27点検
実施数

H28点検
予定数

H29点検
予定数

H30点検
予定数

備考

国土交通省
277

【-5】
52

(18.8%)
34

(12.3%)
48

(17.3%)
70 

(25.3%)
73

(26.3%)

高速道路会社
509

【±0】
4

(0.8%)
14

(2.8%)
210

(41.2%)
209

(41.1%)
72

(14.1%)

県・市町村
14,676
【+59】

1,370
(9.3%)

2,816 
(19.2%)

3,250
(22.1%)

3,566
(24.3%)

3,673
(25.0%)

管理施設数の内
撤去予定橋梁が1橋

合計
15,462
【+54】

1,426
(9.2%)

2,864
(18.5%)

3,508 
(22.7%)

3,845
(24.9%)

3,818 
(24.7%)

( )は管理施設数に対する割合、【 】はH26からの施設の増減数

当初点検計画（平成２６年メンテナンス年報より）

点検計画見直し後（橋梁）

管理者 管理施設数
H26点検
計画数

H27点検
計画数

H28点検
計画数

H29点検
計画数

H30点検
計画数

備考

国土交通省 282
49

(17.4%)
37

(13.1%)
49 

(17.4%)
73 

(25.9%)
74

(26.2%)

高速道路会社 509
12

(2.4%)
5

(1.0%)
95

(18.7%)
68 

(13.4%)
329 

(64.6%)

県・市町村 14,617
1,883

(12.9%)
4,063 

(27.8%)
2,299 

(15.7%)
2,610 

(17.9%)
3,762

(25.7%)

合計 15,408
1,944

(12.6%)
4,105

(26.6%)
2,443 

(15.9%)
2,751 

(17.9%)
4,165 

(27.0%)

( )は管理施設数に対する割合

資料②－１
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群馬県内点検計画の見直し（中間報告）
○群馬県内では、平成26・27年度のトンネル点検進捗状況を踏まえ、平成26年メンテナンス年報で定
めた点検計画を下記のとおり見直しました。
○見直し後の点検計画では、平成26・27年度の遅れを取り戻すため平成29・30年度に大幅な増があり、
見直し後の計画を遂行させるべく体制を一層強化し、平成30年度までの全数点検を推進していきます。

管理者 管理施設数
H26点検
実施数

H27点検
実施数

H28点検
予定数

H29点検
予定数

H30点検
予定数

備考

国土交通省
3

【±0】
0

(0.0%)
0

(0.0%)
3

(100.0%)
0

(0.0%)
0

(0.0%)

高速道路会社
25

【±0】
3

(12.0%)
4

(16.0%)
0

(0.0%)
6

(24.0%)
12

(48.0%)

県・市町村
109

【±0】
9

(8.3%)
13

(11.9%)
28

(25.7%)
11

(10.1%)
48

(44.0%)

合計
137

【±0】
12

(8.8%)
17

(12.4%)
31

(22.6%)
17

(12.4%)
60 

(43.8%)

( )は管理施設数に対する割合、【 】はH26からの施設の増減数

当初点検計画（平成２６年メンテナンス年報より）

点検計画見直し後（トンネル）

管理者 管理施設数
H26点検
計画数

H27点検
計画数

H28点検
計画数

H29点検
計画数

H30点検
計画数

備考

国土交通省 3
0

(0.0%)
0

(0.0%)
3

(100.0%)
0

(0.0%)
0

(0.0%)

高速道路会社 25
3

(12.0%)
4

(16.0%)
4

(16.0%)
0

(0.0%)
14

(56.0%)

県・市町村 109
13

(11.9%)
42

(38.5%)
23

(21.1%)
9

(8.3%)
22

(20.2%)

合計 137
16

(11.7%)
46

(33.6%)
30

(21.9%)
9

(6.6%)
36 

(26.3%)

( )は管理施設数に対する割合

資料②－２
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群馬県内点検計画の見直し（中間報告）
○群馬県内では、平成26・27年度の道路附属物等点検進捗状況を踏まえ、平成26年メンテナンス年報
で定めた点検計画を下記のとおり見直しました。

○見直し後の点検計画では、施設精査に伴う管理施設数の増加がありそれらを踏まえ、点検計画の見
直しを行い、平成30年度までの全数点検を推進していきます。

管理者 管理施設数
H26点検
実施数

H27点検
実施数

H28点検
予定数

H29点検
予定数

H30点検
予定数

備考

国土交通省
137

【+14】
0

(0.0%)
25

(18.2%)
20

(14.6%)
39 

(28.5%)
53

(38.7%)

高速道路会社
243

【+16】
46

(18.9%)
24

(9.9%)
132

(54.3%)
7

(2.9%)
34

(14.0%)

県・市町村
255

【±0】
16

(6.3%)
65

(25.5%)
7

(2.7%)
133

(52.2%)
34

(13.3%)

合計
635

【+30】
62

(9.8%)
114

(18.0%)
159

(25.0%)
179

(28.2%)
121 

(19.0%)

( )は管理施設数に対する割合、【 】はH26からの施設の増減数

当初点検計画（平成２６年メンテナンス年報より）

点検計画見直し後（道路附属物等）

管理者 管理施設数
H26点検
計画数

H27点検
計画数

H28点検
計画数

H29点検
計画数

H30点検
計画数

備考

国土交通省 123
0

(0.0%)
13

(10.6%)
17 

(13.8%)
41 

(33.3%)
52

(42.3%)

高速道路会社 227
7

(3.1%)
24

(10.6%)
122

(53.7%)
0

(0.0%)
74 

(32.6%)

県・市町村 255
16

(6.3%)
74

(29.0%)
9

(3.5%)
129

(50.6%)
27 

(10.6%)

合計 605
23

(3.8%)
111

(18.3%)
148

(24.5%)
170

(28.1%)
153 

(25.3%)

( )は管理施設数に対する割合

資料②－３
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【機密性２】群馬県のＨ２８点検進捗状況（中間報告） 資料③－１

道路施設
H28点検
計画数

(A)

H28点検
実施済数

(B)

H28点検予定数
（C)

計画数との差
（C)-(A)

点検進捗
B/C

橋梁 3,499 550 3,508 +9 15.6 %

トンネル 35 17 31 -4 54.8 %

道路附属物等 164 46 159 -5 28.9 %

＜各構造物の平成28年度の点検進捗状況＞

・H28点検計画数（A）は、平成２８年度当初の点検予定数。
・H28点検実施済数（B）は、平成２８年９月末時点で点検作業を終了した件数。
・H28点検予定数（C）は、平成２８年９月末時点の点検予定数。
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【機密性２】群馬県のＨ２８点検進捗状況（最優先で点検すべき橋梁）（中間報告） 資料③－２

道路施設
H28点検
計画数

(A)

H28点検
実施済数

(B)

H28点検予定数
(C)

計画数との差
（C)-(A)

点検進捗
B/C

緊急輸送道路を
跨ぐ跨道橋

73 11 68 - 5 16.2 %

跨線橋
（歩道橋含む）

36 1 37 + 1 2.7%

緊急輸送道路を
構成する橋梁

453 138 456 + 3 30.3 %

＜最優先で点検すべき橋梁の平成28年度の点検進捗状況＞

・H28点検計画数（A）は、平成２８年度当初の点検予定数。
・H28点検実施済数（B）は、平成２８年９月末時点で点検作業を終了した件数。
・H28点検予定数（C）は、平成２８年９月末時点の点検予定数。
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【機密性２】群馬県のＨ２８修繕予定

道路施設
H28修繕

当初計画数
(A)

H28修繕
実施済数

(B)
H28修繕予定数

橋梁 39 15 43

トンネル 10 10 10

道路附属物等 1 4 4

＜各構造物の平成28年度の修繕進捗状況＞

資料③－３

・表中の件数は、平成２６､２７年度の点検で判定区分がⅢのものを対象としています。

・H２８修繕実施済数（B）とは、平成２６､２７年度の点検で判定区分がⅢ判定の
もののうち、平成２８年９月末時点で修繕工事に着手もしくは契約済みの件数
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老朽化対策取り組み事例の紹介

２６年度から法令点検開始、各都県メンテナンス会議発足、点検３年目

課題 予算、体制、技術、国民の理解・協働

各地でインフラメンテナンスを進める取り組みを実施
１．技術力向上、点検促進の取り組み（研修・講習会）
２．コスト縮減、創意工夫（直営点検、技術開発など）
３．メンテナンスの必要性を伝える活動（学習会、講演会、地域一体型、

パネル展）
４．多様主体との連携（大学、市民・OBなど）

取り組み事例を共有
各道路メンテナンス会議構成メンバーによる積極的な取り組みの展開を期待

資料４

1
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各地でインフラメンテナンスを進める取り組み（関東甲信地方）
※平成28年度第1回道路メンテナンス会議資料までを整理

○平成２６年度から道路施設の老朽化対策が本格実施されたことを受け、国・地方公共団体が実施
している取り組みの好事例を紹介する。

資料４

2

取り組み一覧（予定を含む）
　項　目 　取り組み内容 　実施主体 　備　考

１．技術力向上、点検促進の取り組み
（研修・講習会）

○道路構造物管理実務者研修
○メンテナンス会議が主催する技術講習会
○支承講習会
○トンネル点検講習会

関東地方整備局
１都８県
埼玉県
茨城県

 P.3参照

２．コスト縮減、創意工夫
（直営点検、技術開発など）

○直営点検 （p.4に記載）  P.4、5参照

○橋梁合同点検 千葉県：８市町村  p.6参照

３．メンテナンスの必要性を伝える活動
（学習会、講演会、地域一体型、パネル展）

○橋梁点検学習会 茨城県、栃木県、群馬県、
埼玉県、千葉県、長野県

 p.7、8参照

○地域一体型 東京都  p.9参照

○パネル展 １都８県  p.10参照

４．多様主体との連携（市民） ○市民との協働 千葉市  p.11参照

（参考）

１．技術力向上、点検促進の取り組み
（研修・講習会）

○地元技術者の技術力向上 福井県  P.12参照

４．多様主体との連携
（大学、市民・OBなど）

○大学との連携 新潟県、福井県、岐阜県、
山口県、愛媛県、長崎県

 p.13参照

○市民、ＯＢとの協働 福島県、岐阜県、長崎県、
静岡県、兵庫県

 p.14、15参照
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１．技術力向上、点検促進の取り組み（研修・講習会）

○各道路メンテナンス会議（１都８県）では、技術講習会を開催し技術力の向上を図っている。
○橋梁だけではなく、ニーズに合わせた構造物及び構造の講習会も実施。

埼玉では支承講習会、茨城ではトンネル点検講習会を開催。

支承講習会
（埼玉県道路メンテナンス会議）

市町村職員を対象とした技術講習会
○道路橋の支承について、一般社団法人日本支承協会の方を講師に招き、支承の基礎知識や模型に

よる支承構造の説明、支承の維持管理等について講義

トンネル点検講習会
（茨城県道路メンテナンス会議）

技術講習会（１都８県）

資料４

○自治体職員の道路橋点検技術力向上を目的に「座学・現地点検実習」の２部構成で開催。
○第１部の座学では、国の職員が講師となり点検に必要な基礎知識（法制度、橋梁構造の基本、損傷の

種類等）を学び、第２部の現地点検実習では、橋梁の損傷状況について、高所作業車を利用した近接
目視点検やコンクリートの浮きを調べる打音検査、電磁波レーダーを用いた鉄筋探査等を経験。

3<打音検査> <近接目視点検>

<実施状況（座学）>

茨城県道路メンテナンス会議
常陸河川国道事務所 道路管理第二課
TEL：029 -240-4061（代）
茨城県土木部道路維持課 TEL：029-301-4459

埼玉県道路メンテナンス会議
大宮国道事務所 管理第二課
TEL：048-669-1200 （代）

埼玉県県土整備部道路政策課 TEL：048-830-5015

外部講師： 土木研究所 道路技術研究グループ トンネルチーム上席研究員、主任研究員

16



○「直営点検」を関東管内１県、１３４市町村で実施している（平成27年度末まで）。

平成27年度までの直営点検の取り組み状況

資料４

4

２．コスト縮減、創意工夫（直営点検）
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長野県 千葉県 埼玉県 栃木県 東京都 群馬県 神奈川県 茨城県 山梨県

地公体数 実施地公体数

直営点検の取り組み実績

都県名 地方公共団体名

長野県
長野県
長野県全市町村（１９市２３町３５村）

千葉県

野田市、鎌ケ谷市、佐倉市、印西市、白井市、酒々井市、
栄町、富里市、銚子市、東金市、山武市、大網白里市、
一宮町、長南町、いすみ市、南房総市、鋸南町、君津市、
富津市、市原市（１６市４町）

埼玉県

川越市、熊谷市、川口市、東松山市、上尾市、越谷市、
朝霞市、桶川市、八潮市、坂戸市、小川町、吉見町、
ときがわ町、皆野町、東秩父村、美里町、松伏町
（１０市６町１村）

栃木県
宇都宮市、栃木市、鹿沼市、下野市、上三川町、芳賀町、
日光市、益子町（５市３町）
(塩谷町;H28より実施予定、市貝町；H29より実施予定)

東京都
豊島区、板橋区、八王子市、小平市、あきる野市、八丈町
（３市２区１町）

群馬県 桐生市、沼田市、板倉町（２市１町）

神奈川県 小田原市、愛川町（１市１町）

茨城県
那珂市（１市）
(守谷市;H29より実施予定)

山梨県 なし

※一部橋梁で実施している地公体を含む。
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２．コスト縮減、創意工夫（直営点検）

○小田原市で実施している直営点検の事例。

資料４

直営点検の取り組み事例（小田原市）

H28第１回神奈川県道路メンテナンス会議資料より
小田原市建設部道水路整備課 TEL0465-33-1645 5（勉強会の外部講師： 東京大学大学院 特任研究員）

18



２．コスト縮減、創意工夫（直営点検、橋梁合同点検）

○千葉県で実施している橋梁合同点検の事例。

資料４

直轄職員と地公体職員による橋梁合同点検の実施（千葉県）

6

◎橋梁合同点検の実施
市町村の道路管理実務者の技術力向上を目的として、平成２８年度以降に橋梁点検を実施予定の８市町村において橋梁点検実習を実施

【日 時】 平成28年2月3日（水）～5日（金）

【点検橋梁数】 ８橋 （橋長15m未満の小規模な橋梁）

【対象市町村】 ８市町村 （野田市、鎌ケ谷市、栄町、富里市、山武市、大網白里市、長生村、御宿町）

【参加人数】 2月3日（水）…千葉国道2名、県2名、野田市、鎌ケ谷市
2月4日（木）…千葉国道2名、県3名、栄町、富里市、山武市
2月5日（金）…千葉国道2名、県3名、大網白里市、長生村、御宿町

【研修講師】 千葉国道事務所：副所長、道路構造保全官（2名）、 千葉県 ：道路整備課

【実習概要】 近接目視による橋梁点検を実施し、健全性の診断を行った

H28第１回千葉県道路メンテナンス会議資料より
千葉国道事務所 管理第二課 TEL 043-287-0315
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３．メンテナンスの必要性を伝える活動（橋梁点検学習会）

○橋梁等の維持修繕の大切さを現地点検学習会などを開催し理解・協働を図る。

夏休みをねらい、親子学習会を実施。県内外から多数の応募。

資料４

■小中学生の主な感想
○橋に健康診断、修理が必要だということを初めて知りました。
○普段は通るだけでも、実はひび割れたり、欠けたりしてしまい、放っておくと大変な事になってしまうので、そう
ならないように点検が必要だと思いました。

■保護者様の主な感想
○人の手・目による地道な確認作業が基本となって、様々な機械が使われている ことが良く分かりました。安全
は最終的に人そのものが対応しないと大きな事故 に繋がる危険性も分かりました。縁の下の力持ちはいたると
ころにいて、その おかげで 安心に生活できるのですね。
○子供より自分が楽しんで参加させて頂きました。メンテナンスがあるから日常の安 全が保持出来るということ
を子供、大人も改めて認識する必要があると強く感 じました。
○小学生に分かりやすく、いろいろな質問な丁寧に答えて頂き、子供の良い勉強になりました。

7
埼玉県道路メンテナンス会議
大宮国道事務所 管理第二課 TEL048-669-1200（代）

埼玉新聞 H28.8.24
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３．メンテナンスの必要性を伝える活動（橋梁点検学習会）

○土木を専攻している大学生を対象とした橋梁点検学習会を開催。
○将来の土木技術者に高度な実務を体験してもらうことにより、メンテナンスの

重要性を理解してもらう。

～大学生を対象とした橋梁点検学習会の開催～

土木を専攻している学生を対象に、道路インフラの老朽化の
現状や対策の必要性、維持・管理の大切さに気づいてもらう
ため、橋梁点検講習や実際の橋梁で点検作業が体験できる
橋梁点検学習会を開催

○日時：平成28年9月20日(火) 13時40分～16時30分
○対象：前橋工科大学の学生(約20名)
○内容：

(1)点検実習
((株)ネクスコ東日本エンジニアリング(高崎市矢中町21-2))

点検に必要な知識を習得するための講習及び実習
(2)現場実習

(上佐野高架橋(国道17号(高崎市上佐野町))
直接現地で点検作業を体験する現場点検学習

群馬県の他に、茨城県、栃木県、長野県、千葉県（高専）で実績あり

群馬建設新聞 H28.9.24

 橋梁点検学習会後のアンケート結果
・授業やインターシップで学んだ内容を実際に目にして理解を
深める事が出来た。
・打音検査や磁粉探傷試験等の実際の点検が印象に残った。
・定期点検がいかに大事かということを改めて思い知った。
・ドローンなどの無人機やタブレット端末を有効利用出来ないか。
・老朽化を予測して、早めの措置を実施するのが良いと思う。
・点検・措置の技術、知識を学んでいきたいと思った。
等の意見がみられた。

資料４

8

群馬県道路メンテナンス会議
茨城県道路メンテナンス会議
栃木県道路メンテナンス会議
千葉県道路メンテナンス会議

21



３．メンテナンスの必要性を伝える活動(地域一体型）

○地域から親しまれている橋梁等を用いて、地域一体となった取り組みを
開催し、長く大事に使うことの大切さを伝える。

資料４

9

東京国道事務所 管理第一課 TEL：03-3512-9090（代）

国道1号 日本橋（東京都）の事例 国道4号 千住大橋（東京都）の事例
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３．メンテナンスの必要性を伝える活動（パネル展）

○パネル展示は、多様・多数の国民向けの効果的な広報
○多様な公共施設へ展開を拡大し、老朽化対策についての理解を促進
○今後は地域や身近なインフラに関する情報を地域に伝えること重要

資料４

＜ショッピングモール＞

＜駅＞＜市役所＞

10
23



４．多様主体との連携

○国民と協働する仕組みを構築することで、道路施設の状況を把握し重大被害を未然に
防ぎ、予防保全を推進している。

市民がスマートフォン等を通じて、地域の課題に関する状況をレポート
することで、市民と行政、市民と市民の間で課題を共有し、合理的、効
率的に解決できる。

資料４

ちば市民協働レポート（ちばレポ）運用事務局
千葉市市民局市民自治推進部広報広聴課内 TEL043-245-5294

11
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１．技術力向上、点検促進の取り組み（研修・講習会）

○橋梁点検だけではなく、ニーズに合わせた構造物の補修に関する講習会も実施。

道路メンテナンス研修（福井県道路メンテナンス会議）

資料４

○道路インフラの長寿命化を進めていく上で重要な点検技術の向上や補修技術の継承に向けた取組
○道路施設の点検や補修に特化した研修を実施
○外部講師（学識経験者や専門協会）を招いて専門的な研修を実施
○市町が必要とする研修を実施

12

福井県道路メンテナンス会議
福井河川国道事務所道路管理課 TEL：0776-35-2661
福井県土木部道路保全課 TEL：0776-20-0476

参考
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４．多様主体との連携①

社会資本の老朽化対策情報ポータルサイト
http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/maintenance/other /goodpractice.html

○大学と連携し、座学・演習・現場実習の集中的な履修により「インフラメンテナンス
技術者」を養成

資料４参考

13
社会資本の老朽化対策情報ポータルサイト
http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/maintenance/other /goodpractice.html

長岡技術科学大学
インフラ再生技術者育成新潟地域協議会
TEL:0258-47-1611
http://cds.nagaokaut.ac.jp/me/index.html

愛媛大学
社会連携支援部社会連携課
社会連携拠点チーム
TEL:089-927-8974
http://cdmir.jp/lectureship/

長崎大学インフラ長寿命化センター
道守養成ユニット

TEL 095-819-2880
https://michimori.net/lesson.html

山口大学
社会基盤メンテナンスエキスパート(ME山口)事務局
社会建設工学科 TEL 0836-85-9300
http://me.civil.yamaguchi-u.ac.jp/index.html

舞鶴高専
社会基盤メンテナンス教育センター(iMec)
TEL 0773-62-8877
http://www.maizuru-ct.ac.jp/
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４．多様主体との連携②

H28第１回福島県メンテナンス会議資料

○国民と協働する仕組みを構築することで、道路施設の状況を把握し重大被害を未然に
防ぎ、予防保全を推進している。

技術に関して知識のある市民が、定期的に橋梁を目視点検している。

排水施設の不具合等を早期に発見することで劣化原因を除去でき、予防
保全及び維持管理費を抑えることにつながっている

資料４参考

福島県橋梁点検サポーター事業
https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41330a/kyouryoutenken.html

14
福島県県南建設事務所企画管理部管理課 TEL：0248-23-1526
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４．多様主体との連携③

○技術職OBを活用して、技術の継承とインフラ異常に関する速やかな情報収集を図る。

静岡県道路メンテナンス会議
静岡国道事務所総括保全対策官 TEL：054-250-8908
静岡県交通基盤部道路局道路整備課 TEL：054-221-3018

資料４参考

社会資本の老朽化対策情報ポータルサイト
http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/maintenance/other /goodpractice.html

静岡県道路メンテナンス会議

15

長崎大学インフラ長寿命化センター 道守養成ユニット TEL 095-819-2880
https://michimori.net/lesson.html

岐阜県メンテナンスサポーター 社会基盤メンテナンスサポーター
県土整備部 道路維持課 TEL：路政係058-272-8572、維持管理係058-272-8535 ,

安全防災係058-272-8576、市町村道係058-272-8556
http://www.pref.gifu.lg.jp/shakai-kiban/doro/doro-iji/11657/index_7741.html

ひょうご橋守隊：(公財)兵庫県まちづくり技術センター TEL：078-367-1230（代表）
https://www.hyogo-ctc.or.jp/index.php

建通新聞 H26.10.29

静岡新聞 H27.3.19
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関東地方整備局での取り組み

概 要

成 果 課 題

関東地方整備局では、平成２８年度から
一部の橋梁について職員自らが行う直営
点検・診断を試行している。

対 象 橋 梁：構造形式が単純な橋梁
点検職員数： １０名（講習会も兼ねている）
H２８実施数： １２橋（予定）

○職員の技術力向上

○軽微な損傷対応の迅速化

○過年度点検の不備の発見

○小規模橋梁でも時間を要するため、
効率化に向けた検討が必須。

○点検職員の確保

○技術の伝承体制の構築
(職員の異動に伴う対応）

座学＋点検＋診断検討をセットで実施

座学 診断検討

点検 点検

資料④
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地方公共団体における取り組み事例 資料④

○これまでのメンテナンス協議会や研修・講習会等を受けて
地方公共団体の組織体制や取り組みに変化があった事例紹介

高崎市 市独自で年１回の職員向け点検講習会を開催

桐生市
各種橋梁点検研修を受講して、橋長15m未満の橋梁に関して職員点検を実施してい
る

職員直営点検数
　H26年度  　0橋
　H27年度 107橋

沼田市
国交省の道路構造物管理実務研修(橋梁初級ⅠをH26：2名,H27：2名受講。H28初級
Ⅱ：2名予定。)により橋梁の職員直営点検を実施

職員点検状況
　H26年度　　7橋
　H27年度　13橋

板倉町
国交省の道路構造物管理実務研修(橋梁初級ⅠをH26：3名,H27：1名受講,H28：1名
予定。初級ⅡをH27：2名,H28：1名予定。)により橋梁の職員直営点検を実施

職員点検状況
　H26年度　 0橋
　H27年度  84橋

邑楽町

管理橋梁１５７橋のうち、点検済み橋梁は３５橋。
点検未了の１２２橋はＨ３０の点検を予定していたが、建設後数十年経過することか
ら老朽化の現状を早期に把握することを検討。
財政的に可能となったことから、点検未了の１２２橋を前倒し。

備考取り組み内容
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板倉町の取り組み

概 要

成 果

取り組み状況写真
（複数枚でも可）

課 題

板倉町では、溝橋について職員自らが行う直営点検を実施している。

○職員の意識向上
○職員の技術力向上
○全橋梁外部委託費用 約6,000万円

→ 外部委託費用 約2,800万円

○点検日数を多く要する。
○通常業務、橋梁点検業務時期
○診断結果に不安が残るものがある。
○取得技術の継承、向上

資料④

板倉町橋梁点検計画・実績

年度
計画 実績

委託 直営 小計 委託 直営 小計

平成２６年度 0 40 40 0 0 0

平成２７年度 16 44 60 16 84 100

平成２８年度 16 47 63 0 0 0

平成２９年度 17 49 66 0 0 0

平成３０年度 2 48 50 0 0 0

合 計 51 228 279 16 84 100
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【機密性２】邑楽町の橋梁点検計画見直し 資料④

道路施設 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

橋梁 ３５ ０ ０ ０ １２２

＜当初の点検計画＞

＜見直し後の点検計画＞

道路施設 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

橋梁 ３５ ０ １２２ ０ ０
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関東地方整備局
大宮国道事務所

○地方公共団体等の一括発注の割合は着実に伸びており、平成２８年度の一括発注の割合は、
１都８県で全体の２５％程となっている。

一括発注の取り組み状況

[値]
177橋

(15市

町村)

平成26年度

11,137橋

[値]
3,513

橋

(83市

町村)

平成27年度

17,386橋

[値]
6,683

橋
(129
市町

村)

平成28年度

26,748橋

(計画)

※Ｈ２８第１回メンテナンス資料より

一括発注の割合（１都８県）

平成２８年度の一括発注契約状況（群馬県）

平成２８年 ６月 １５日 指名
平成２８年 ７月 １日 契約（６月 ３０日 入札）
平成２８年 ７月より現地踏査開始、９月より点検開始

（対象橋梁：９９０橋、対象自治体：１８団体）

資料④

＜参考＞
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【機密性２】群馬県の課題・課題に対する取り組み状況

＜課題：実施率、計画達成率＞
○見直し後の実施見込み数（表－２）
・Ｈ２８末の点検実施率は、橋梁及びトンネル、道路付属物等の
いずれも実施率が60％未満にとどまっている。
（橋梁：５０％、トンネル：４４％ 、道路付属物等：５３％）

○計画達成率（表－３）
・道路付属物等については、当初計画を上回っているものの、
施設母数の多い橋梁やトンネルは、達成率は９２％、６５％と遅れている。

資料⑤－１

＜課題に対する取り組み＞
○協議会構成メンバーによる積極的な取り組みの展開
・点検の遅れを取戻すため、Ｈ２９・３０に点検数を増加させる
・道路管理者として、老朽化の現状を早期に把握する前倒し取り組みの展開。
・地域一括発注を活用し、点検業務の自治体職員負担を軽減。

○メンテナンス協議会では、各自治体の点検実施状況を把握し、点検実施状況が計画通
り進まない場合には、その原因を調べ、改善策を共有する体制づくりを進めていく。

５年に１度の点検を全数（１００％）実施

○講習会の開催
職員点検の実施にあたり点検の質の確保が課題とならないよう、橋梁点検に必要な技術力を身につけて頂く講習会を開催。

○直轄診断の支援
診断に高度な技術力が必要となるような症例について、直轄診断等の支援体制強化を図る。

○修繕計画
道路施設の点検結果を踏まえた修繕計画の見直しなどのメンテナンスサイクルの確立。

○老朽化対策の取り組み事例
各道路管理者の好事例を紹介展開し、円滑な道路管理の促進を図る。

○広報体制
道路の老朽化対策の本格実施にあたり、国民の理解・協働の推進の一環として、道路利用者や地域住民、学生等を対象に、
道路構造物の老朽化の現状、対策の必要性等について普及啓発するため、各道路管理者が広報に取り組んでいく。

＜その他＞

Ｈ２８
橋梁 55%
トンネル 67%
道路付属物等 47%
　当初計画数（累計）　／　施設数

Ｈ２８
橋梁 50%
トンネル 44%
道路付属物等 53%
　見直し数（累計値）　／　施設数

Ｈ２８
橋梁 92%
トンネル 65%
道路付属物等 119%
　計画達成率　＝　見直し数　／　当初計画数

表－１　当初計画の実施予定率

表－３　計画達成率

表－２　見直し後の実施見込み率
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【機密性２】資料⑤－２

＜橋梁点検講習会＞

 目 的
橋梁等の長寿命化を図る取り組みとして、５年に１回の近

接目視点検が義務化され３年目が経過しましたが、点検進捗
状況が低い状況となっています。

これまでの遅れを取り戻すためは、点検数を増やしていく
必要があり、地方公共団体の体制をより一層強化させる必要
があります。

このため、地方公共団体職員の「橋梁点検に必要な知識や
技能」の向上を目的に、橋梁点検講習会を開催いたします。

 対象者（案）
・地公体職員向け ５０名程度（最大７０名）

 予定時期
・Ｈ２８年１２月～Ｈ２９年１月

 場 所
東日本高速道路（株）
協力 ： (株)ネクスコ東日本エンジニアリング）

テクニカル・トレーニングセンター

 講習内容（案）
座学 ：橋梁点検に必要な知識ほか
点検実習：実際に使われていた構造物等で点検要所を確認

技術力向上、点検促進の取り組み支援

＜座学および点検実習イメージ＞
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【機密性２】

乗車体験

平成２８年度の取組（実績） 老朽化に関する広報 資料⑥－１

～ 群馬大橋 夏休み親子見学会の開催 ～

道路の老朽化対策の一環として、地域の皆様から親しまれている群馬大橋を対象に、

「メンテナンスを行うことにより丈夫で長持ちすることを知ってもらい、“ 大事に使う ”ことの

大切さを発信していく」ことを目的として、橋梁の点検作業や補修作業を実際に「見て」「触

れて」「学ぶ」ことのできる、見学会を開催

○日時：平成２８年８月１８日(木) １４：００～１６：００

○場所：群馬大橋（国道１７号(前橋市紅雲町一丁目)）

○対象：群馬大橋周辺在住の児童と保護者のなど ２５名（大人１２名 子供１３名）

○協力：小野里工業(株) 、宮下工業(株) 、東亜塗装工業(株)

夏休み親子見学会 実施状況写真

座学 近接目視

ｺﾝｸﾘｰﾄの補修体験 鉄の補修体験鉄筋探査体験

ｺﾝｸﾘｰﾄ打音検査

１．道路ってなんだろう？
①道がない生活？
②豊かな社会と「道」？

③「ほったらかし」の道？

２.体験してみよう！
［橋の点検体験］

①点検車輌の乗車体験
②点検体験

［橋の補修体験］
③コンクリートの直しかた
④鉄の直しかた

３.道路の大切さを考えてみよう！
①道路がとおれなくなると どうなっちゃう？
②どうしたらふせげるのかな？

プログラム

貴重な体験をさせて頂きありがとうございました。
コンクリート内の鉄筋が腐食膨張し、ひび割れ浮きの原

因となるなど、点検とメンテナンスの必要性を知りました。
補修の工事現場で働く方々の苦労も判り、その技術を誇

らしく感じるとともに、裏方的地味な仕事に携わっている
方々のお陰で私たちは安心した暮らしが出来ている事も忘
れてならないことを認識しました。

子供達も道路の必要性、大切さを感じたことと思います。

これ程大がかりな準備と人員を要しての見学会に参加す
ることが出来、厚くお礼を申し上げます。

参加者からの感謝状

36



【機密性２】平成２８年度の取組（実績） 老朽化に関する広報 資料⑥－２

～ 大学生を対象とした橋梁点検学習会の開催 ～
土木を専攻している学生を対象に、道路インフラの老朽化の現状や対策の必要性、維

持・管理の大切さに気づいてもらうため、橋梁点検講習や実際の橋梁で点検作業が体験

できる橋梁点検学習会を開催。

○日時 ： 平成２８年 ９月２０日（火）

○対象 ： 前橋工科大学の学生（２２名）

○内容

（１）点検実習 ： 点検に必要な知識を習得するための講習及び実習

(㈱ネクスコ東日本エンジニアリングﾞ(高崎市矢中町21-2))

（２）現場実習 ： 直接現地で点検作業を体験する現場点検学習

(上佐野高架橋(国道１７号(高崎市上佐野町))

実際に使われていた橋梁断面の損傷を見ながら打音の違いを確認

橋梁点検学習会後の主なアンケート結果
１．役立つ内容や参考となったものはありましたか。

・実際に使われていた橋梁断面の損傷を見ながらの打音の違い

・コンクリートの点検方法や橋梁の疲労（ひび割れの長さと間隔で損傷を評価） ほか

２．印象に残った内容はありましたか。
・磁力と鉄粉により、鉄の亀裂が浮き上がって鮮明となったこと。

・表面上見えていないコンクリート中の鉄筋の入り方を調査

・アメリカでは老朽化が日本より早く訪れ橋梁が落ちたりしていること。 ほか

３．老朽化の現状や点検・措置の必要性についてどう感じましたか。

・全国に７０万もの橋あり、図面すら無い橋があることに唖然。これらの橋が落ち、人々が

害を受ける前に点検補修をしなくてはならない。

・年々、老朽化する橋が増えていくことが分かり、これからもっと点検や措置が必要。 ほか

４．老朽化対策について『自分ならどうする』というものはありますか。

・効率かつ安全な点検として、ドローンなどの無人機や現場情報をタブレットで共有。

・老朽化が増えるとサンプルも増える。近似症例の対策紹介や最適化、老朽化部位予測。

・冬期に塩を散布する山間部のコンクリートは、化学物質に強いコンクリートを用いる。

・竣工時に写真を撮っておいて、その後定期的に写真を撮り劣化進行を確認。

・地域住民の方々に出来る簡単な点検は、日常的にやってもらう体制づくり。 ほか

５．疑問点や気づいた点、ご意見・ご感想をお願いします。

・もう少しゆっくり見学したい。毎年やってほしい。

・点検措置はこれから必要なものだと感じた。このための技術､知識を学んでいきたい｡ ほか

上毛新聞 Ｈ２８．９．２１
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【機密性２】平成２８年度の取組（実績） 老朽化に関する広報 資料⑥－３

③ 道を守るパネル展

道路構造物とそのメンテナンスの現状を詳しく知って頂く機会として、

『良く分かる道路インフラ危機の姿 道路を守るパネル展』を開催。

日 時 ： 平成２８年８月１９日（金）～２５日（木）

場 所 ：道の駅「おおた」（太田市粕川町７０１－１）

パネル展 実施状況写真

全景

パネル設置状況

開催状況
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パネルイメージ（Ｈ２８下期パネル展）

平成２８年下期の老朽化対策に関するパネル展を以下のとおり開催しますのでパネル作成
及び展示スペースのご協力をお願いします。

パネル作成枚数：１０枚

展示パネル内容：各都県（１都８県）の取組み事例の紹介（各都県につき１枚）

パネル展示期間： ２ヶ月間（１２月～１月頃）を想定（リレーパネル展形式も可）

パネル展示場所：屋内（道の駅、公共施設内等）、屋外（公園、他イベントと同時開催等）のどちらでも可

パネル作成イメージ

○○県の老朽化対策
○○国道事務所管内の橋梁修繕

□□橋は、・・・・・・・・・・のため、・・・・工法により予防保
全を実施し、長寿命化を図っています。

○○市の地域住民との取組み
○○市では、市のシンボルとなっている△△橋を・・・・

により、地域住民と協力して長く大事に使用するための
取組みを実施しています。

写真 写真

写真 写真

展示場所イメージ

（屋内）

（屋外）

資料⑥－４
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